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柔道整復医療受診妨害再発防止の要望

要望の趣旨

保険会社が「患者のための医療」を「医師のための医療」とし柔道整復師

医療受診の申請に対し「患者には医療選択の自由の妨害」を、 「柔道整復師

には業務妨害」をくり返しています。本間は既に、注意指導を賜っていると

ころですが、改めて、下記事項の周知徹底を賜るようお願い申し上げます。

要望の理由

保険会社の「患者への受診妨害問題」と「柔道整復師への業務妨害問題」

の原因は医療利権化者の「医療は医師のもの」や「柔道整復師は診断不可」

などの誤解で「国民の医療選択の自由」と「整復師の診断の不可欠」の不知

と無視です。 この誤解と偏見は「医療利権化者を付度」していた保険会社の

不勉強ですが、次つぎと失当理解の下に「国民の医療選択の自由の大事」と

なりました。しかし、未だ、再発で、そこで、改めて下記事項について保険

会社の理解の周知徹底を賜るようお願い申し上げます。

なお、不正保険取り扱い防止対策の大事に鑑み保険会社に全件のデーター

化の確立とこれによる資料の収集と分析の下に不正保険取り扱いの根拠と証

拠の特定に基ずく取り組みとする周知徹底を賜るようお願い申し上げます。

｢柔道整復師業務の健全化と不正防止対策の確立」について

l. 従前問題の再発防止の周知徹底

2． 全件のデーター化とその収集と分析による根拠と証拠に基ずく不正保

険取り扱い防止対策の周知徹底

3． 受診者への自己診断強要の失当防止






